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市民体育大会 

 グラウンドゴルフ優勝！ 

新規 自主学習教室生 募集！ 

野鳥写真展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下記の新規自主学習教室につきまして秋ごろの開講を目指しています。 

 受講希望者の方は下記の申し込み用紙に記入の上、西有田公民館まで提出してください。 

教室名 韓国語教室 

開催時間 第 1・2・3 月曜日 10：30～12：00 会 費 月 3,000 円 

講 師 藤原良子 募集人員 3 名以上 

 

開講して今年で 20 年、現在は朝日公民館、咸宜公民館等で開催しております。 

ネイティブならではの充実した内容の 90 分の授業です。 

メンバー全員の参加型のスタディーグループが特徴であり、 

会話と文法はもちろん、異文化の触れ合いと意思疎通を目的としております。 

 

 

教室名 健康体操 ハッピーサロン初心者コース 

開催時間 第 2・4 火曜日 10：00～11：30 会 費 無料 

講 師 後藤博子 募集人員 5 名程度 

 

日頃から運動不足と思っている方、運動は苦手と思っている方 

軽い運動、レクリエーションと等をとおして、みんなと一緒に 

楽しく健康づくり始めてみませんか？ 

 

 

教室名 認知症予防講座 西有田笑楽校 

開催時間 第 4 木曜日 10：00～11：30 会 費 
半期 500 円 

※お茶菓子代 

講 師 梅田康子 他サポーター 募集人員 5 名程度 

 

簡単な計算、音読や言葉遊び、ゲームなどを楽しみながら、介護予防 

認知症予防にもつながる心と体の健康づくりを始めませんか？ 

他にも、お茶会も行い、皆さんと一緒におしゃべりとわらいで楽しい 

ひと時を過ごしませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 
第 260 号 

令和4年6月1日 
 

【 題 字 】 

後藤 光結 
（有田小 6 年） 

©がくげい 

今年度２回目の『西有田ロビー展』は 

「野鳥の写真展」を行います。 

石松町在住の日本野鳥の会会員、財津博文さんが撮影した野鳥の

写真を展示しますので是非ともご覧にお越しください。 

 

展示期間：６月６日（月）～30 日（木） 

     午前９時から午後４時 30 分まで 

     ※土日はお休みします 

展示会場：西有田公民館研修室 

ご覧になられた際には受付への記帳をお願いします。 

 5 月 14 日（日）に行われました

『日田市市民体育大会・グラウン

ドゴルフ競技』において西有田地

区が見事優勝しました。 

おめでとうございます！ 



令和 4 年（2022 年）度 3 号 

 

 

毎週火・金  ありた陸上教室 

05 日（日） わんぱく教室開講式 

16 日（木） 女性セミナー手話講座 

23 日（木） 西有田アカデミー陶芸講座 

28 日（火） ウォーキング教室 

 

 もうすぐ梅雨の季節になります。 

今年は水害が起こらないことを 

祈りますが、万が一に備えて避難 

場所の確認や持ち出し物の準備等 

は、しておきましょう。 

６月の予定 

西有田アカデミー 女性セミナー 

ウォーキング教室 

パソコン教室 
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【 発 行 】 
西 有 田 公 民 館 日田市石松町 2927-1 

TEL：22-4702  FAX：22-9502 
館長 松尾 康夫  主事 佐藤 聡臣 

【西有田地区】（令和4 年4 月末時点） 

世帯：1,172 世帯 人口：2,983 人 
（男性：1,503 人、女性：1,480 人） 

 

５
月
26
日
ᶝ
木
ᶞ
ᵧ
ᵯ
女
性
セ
ミ
ナ
ᶌ
ᵰ

を
開
講
し
ま
し
た
ᵨ 

 

第
１
講
は
開
講
式
と
し
て
館
長
あ
い
さ

つ
の
後
ᵧ
人
権
学
習
と
し
て
ビ
デ
オ
視
聴

を
行
い
ᵧ
そ
の
後
年
間
ス
ケ
ジ
ᶇ
ᶌ
ル
等

に
つ
い
て
の
説
明
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
ᵨ 

 

今
年
度
も
女
性
の
皆
さ
ん
に
様
々
な
こ

と
に
興
味
を
も
ᵻ
て
も
ら
い
体
験
・
学
習

を
通
し
て
受
講
生
同
志
と
の
交
流
や
見
聞

を
広
げ
る
講
座
を
実
施
し
た
い
と
思
い
ま

す
ᵨ
ま
た
受
講
者
数
に
ま
だ
余
裕
が
あ
り

ま
す
の
で
ᵧ
興
味
の
あ
る
方
は
公
民
館
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
ᵨ 

 

５
月
17
日
ᶝ
火
ᶞ
ᵧ
今
年
度
最
初
の

ᵯ
西
有
田
ア
カ
デ
ミ
ᶌ
ᵰ
を
実
施
し

ま
し
た
ᵨ 

 

講
師
は
フ
リ
ᶌ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ᶌ
と

し
て
ご
活
躍
中
の
松
本
久
美
子
さ
ん

を
招
き
ᵭ
人
生
登
山
ᶨ
百
年
の
学
び
ᵮ

と
題
し
て
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
ᵨ 

 

講
演
の
中
で
松
本
さ
ん
は
人
生
を

登
山
に
た
と
え
て
話
し
ᵧ
高
齢
期
は

登
山
に
た
と
え
れ
ば
下
山
途
中
だ

が
ᵧ
ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
が
あ
る
の

で
ᵧ
ど
し
ど
し
学
ん
で
頂
き
た
い
ᵧ
と

時
折
ジ
ᶈ
ᶌ
ク
も
交
え
な
が
ら
ᵧ
楽

し
く
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ᵨ 

 

５
月
23
日
ᶝ
月
ᶞ
か
ら
27
日
ᶝ
金
ᶞ

の
５
日
間
連
続
で
ᵯ
ス
マ
ホ
講
座
中

級
編
ᵰ
を
行
い
ま
し
た
ᵨ 

 

講
師
は
昨
年
に
引
き
続
き
パ
ソ
コ

ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ᶌ
の
横
尾
正
治

さ
ん
に
お
願
い
し
て

ᵭγ
ラ
イ
ン
ᵮ
と

ᵭ
ス
マ
ホ
決
済
ᵮ
に
つ
い
て
学
習
し

ま
し
た
ᵨ 

 

ラ
イ
ン
は
ラ
イ
ン
グ
ル
ᶌ
プ
を
中

心
に
様
々
な
便
利
な
機
能
を
学
び
ᵧ

ス
マ
ホ
決
済
は
ᵭp

a
yp

a
y

ᶝ
ペ
イ
ペ

イ
ᶞ
ᵮ
ᵮ
を
学
ん
で
ᵧ
皆
さ
ん
の
ス
マ
ホ

利
用
の
幅
が
大
き
く
伸
び
た
よ
う
で

す
ᵨ 

 

５
月
24
日
ᶝ
火
ᶞ
ᵯγ
ウ
ᶄ
ᶌ
キ
ン

グ
教
室
ᵰ
第
１
講
を
開
催
し
ま
し
た
ᵨ 

 

館
長
あ
い
さ
つ
と
準
備
体
操
の
の

ち
ᵧ
自
分
の
ペ
ᶌ
ス
に
合
わ
せ
て
無

理
の
な
い
よ
う
に
ᵧ
み
ん
な
と
楽
し

く
会
話
を
し
た
り
ᵧ
風
景
を
楽
し
み

な
が
ら
歩
き
ま
し
た
ᵨ 

途
中
ᵧ
ウ
ᶅ
ド
平
島
公
園
と
東
有

田
公
民
館
に
て
途
中
休
憩
ᵨ
旧
道
を

通
ᵻ
て
公
民
館
に
戻
ᵻ
て
き
ま
し

た
ᵨ
気
温
が
高
か
ᵻ
た
せ
い
か
ᵧ
や
や

距
離
が
長
か
ᵻ
た
よ
う
な
感
じ
が
し

ま
し
た
が
ᵧ
心
地
良
い
汗
を
か
き
ま

し
た
ᵨ 

新しい書籍を購入しました。い

ずれも今話題の書籍ばかりです。 

・「同志少女よ、敵を撃て」 

逢坂冬馬 

・「塞王の楯」今村翔吾 

・「万事オーライ」植松三十里 

・「むかしむかしあるところに、 

やっぱり死体がありました。」 

青柳碧人 

・「ジュニア空想科学読本 3」 

柳田理科雄 

今回も 5 冊購入しました。 

 館内で閲覧できるほか、貸出も

いたしますので、その際は職員ま

で申し出て下さい。 


